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１．水産物トレーサビリティ事業の経緯

• 水産物の偽証・偽造を防止するためのトレーサビリティ
• シジミ、カキ

• 消費者が購入する水産物に生産物の生産過程とともにそれを
生産した環境等に関する情報を付加することが考えられる。

• 噴火湾の魚、タコ

• 環境等に関する情報
• 水産物の生息場の自然環境の保全活動や管理を通じ、
水産資源を維持継続する努力。

• 赤アマダイ
• 水産物の利用において、価値のある部位だけを利用す
るのではなく、無駄なくすべてを利用している。

• フカヒレ
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4

経緯

既存の水産物のトレーサビリティ方式調べ
・青森県十三漁協のシジミ
・宮城県漁協のJF宮城のカキ

課題と提案
・情報の拡散方式
・トレーサビリティの簡便化の推進

スマホによる情報化と水産物の付加価値化の試み
・水産資源維持環境に関する情報伝達；赤アマダイ
・フィニング防止のための情報伝達；フカヒレ

スマホを利用した簡便化したトレー
サビリティ方式の開発
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１）青森県 十三湖 シジミのトレーサビリティ

• 生産者、出荷日時、加工業者などの情報を、パソコンからイン
ターネットを通じて記憶場所（サーバー）に蓄積

• QRコードをシジミのパックに貼付。
• シジミの購入者はそのQRコードを携帯電話で読み取り、サー
バーにアクセスして、生産者、出荷日時など読み取る。

• 偽装混入物のないシジミでることの証明。
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• 宮城県JF宮城 牡蠣のトレーサビリティ

• 生産者は、出荷ロットごとに消
費期限を設定し、カキの衛生検
査情報と生産地、生産者及び生
産日をサーバーに入力。

• 仲買業者でもある加工業者は
パック毎に消費期限日とパック
番号を印刷して出荷。

• 消費者は、宮城県漁協のホー
ムページにアクセスして、パック
に付されている消費期限日と
パック番号を入力することにより、
衛生検査情報、生産者情報、重
量整合性情報、加工業者情報
を閲覧することができます。



サメの不買運動への対応
気仙沼に水揚げされるサメ

ヨシキリザメ モウカザメ

アオザメ ハンマーシャーク



フカヒレのクラウド型トレーサビリティの提案と今後
基本的な考え方
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陸揚げ情報

加工情報

フカヒレ(フカヒレ選択） サメ肉(サメ肉選択）

サメ陸揚げ時の写真が表示される。撮影
日も表示する。
QRコードでは、陸揚げ時入力した情報の

ほか、既入力している漁獲海域やサメに
関する情報を閲覧できる。

加工時の写真を追加する。加工製品段階の
写真をサムネイルで表示することも可能



２．歯舞漁協の金タコトレーサビリティの再開に向けて

• トレーサビリティの困難性
• 仲買等の流通形態、出荷形態の多様性、複雑性及び生産物
の所有者が変わり、生産者の入力及び各流通段階における
追加情報の入力が困難

• 水産物の安全・安心確保には、消費者は特別な経費を支払う
意志は少ない。

• 現在まで、偽装等の食の安全に問題が発生した一部の水産
物にのみ、トレーサビリティが実施されている。

• 困難性を克服するため、調査では次のことを行った
• 既に開発されているシステムを前提に生産と複数の流通加工
の2段階の水産物のトレーサビリティ情報の入力を試みた。

• 水産物とデータを紐付けるQRコードの読み込み効率化のた
めにアプリを組み込むことのできるハンドへルドタイプの読取
機で、出荷後の情報入力の実証実験を行った。

• 消費者意識を調査し、ブランド化の効果が派生を検証した。



２．金たこトレーサビリティ調査の流れ

• 歯舞漁協がブランド化
を推進している
 「金たこ」を対象

• 生産地から加工場、加
工場から消費地の２段
階の流通経路におい
て、トレーサビリティ情
報の入力

• 消費地においてアンケ
ート調査：トレーサビリ
ティ情報を持つ
 「金たこ」の付加価値



２）トレーサビリティ対象水産物

• 実験の対象水産物は、北海道の歯舞漁協で水揚げされ「金たこ」
のブランド名を冠した和名をミズダコという、世界最大級のタコで
 体長３m、体重10kg以上にまで成長する。

• 歯舞漁協の「金たこ」は、タコかご漁で漁獲されており、現在、漁船
15隻が操業している。

• このミズダコの柔らかい特性を活かし、活たこ足むき身、活たこ刺
身用ボイル足、活たこ刺身、タコザンギ、タコキムチ等、様々な加
工がなされ、居酒屋や量販店において販売されている。
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▽生産者から市場まで（検討事項：漁船ごとに）

• 「金たこ」は漁場から市場、加工場を経て消費地へ出荷される流
れの中、「金たこ」にはQRコード付きのカードが装着される。

• 装着されたQRコードはIDとサーバのURLであり、このデータを通
じてサーバに情報が入力される。

• 「金たこ」には必ずQRコード付きのカードが紐付される。
• 漁船毎に金たこカードを持ち、出荷する場合にカードを付ける。
• 市場においては、金たこカードのQRコードを出荷後にハンドヘル
ドで読み取り、パソコンから水揚日と出荷日、出荷数、出荷先を
入力し、サーバへ送信する。

• 漁船毎にカードを持つことにより、漁船名および漁業者が特定さ
れ、その情報に水揚日、出荷日及び出荷数、出荷先が追加され
る。



▽簡素化のポイント3点



３）金タコトレーサビリティ情報の表示

• QRコードを介してデータ送信された
トレーサビリティ情報

 「金たこ」のホームページにア
クセスしQRコードのIDを入力
する。

• トレーサビリティのホームページには
、トレーサビリティ情報

 と漁協や漁獲方法の紹介等の
 ページがある。

• 閲覧者がフェイスブック、ツイッタ―で
のシェア、「いいね！」を行い、情報を
拡散することが期待できる。

ホームページの更新（定期的に）
マリンビジョン投稿を反映できるようにする



金タコトレーサビリティ情報の表示方法



金たこカードのQRコードをスマホで直接読み込む



４）金タコトレーサビリティ情報の拡散

• 各流通段階及び最終消費者が
トレーサビリティ情報を閲覧する

⇒「金たこ」の安全・安心に関する
情報伝達と偽証や偽装の防止

⇒付加価値を向上し、「歯舞ブラン
ド」全体を向上

• 各流通段階及び最終消費者がト
レーサビリティ情報を閲覧した場
合、その情報を拡散

いいね！、シェア



４．実験の結果
１）トレーサビリティ実証実験の概要：石巻での実験

調査期間：平成31年1月15日（火）～平成31年1月24日（木）
調査場所：①安藤水産（北海道八雲町）

②リバーストン ※居酒屋チェーン
・梅田ＤＤハウス八角店、千里中央八角店



２）各段階別の入力確認の結果：アンケート

歯舞漁協
加工業者

（安藤水産）
(問1) ハンドへルドの取り扱い

やすさについて
特に不自由はなかった。 特に不自由はなかった。

(問2) 入力の操作性 簡単にできた。 それほど苦労は無かったが、ボタンが小さ
い。

(問3) マニュアルの理解 特に読まなくても作業できた。 問題なかった。

(問4) 汎用性について（誰が
やってもできそうか？）

誰でもできると思う。今回は3名が入力を
行ったが、3名とも簡単に入力できた。

誰でもできると思う。

(問5) カードの印刷について
(歯舞漁協のみ)

今回は送ってもらった印刷済みのカードで
対応できたため、印刷は行わなかった。

(問6) Q Rコードのカードの大き
さについて

ちょうど良いと思う。 良いと思う。

(問7) Q Rコードの読み取り、入
力について

素早く行えた。 読込は簡単で素早く行えた。

(問8) カードをたこ袋への装着
する方法について

今回は輸送するドライバーが携帯した。た
こ袋に付けるのは難しいと思う。

今回はたこ袋に付けていない。たこ袋に付
けても外すのが大変で無理ではないか。

(問9) 改良点について 選択水揚げ日が、入力日から1週間前まで
からの選択であった。それ以上長く市場の
水槽で畜養する場合もある。

特にないが、文字とボタンが大きければ更
に良いと思う。

設問



• ハンドヘルドによる入力の簡便さとカードの取り扱いについての
歯舞漁協と加工業者（安藤水産）の感想

⇒ハンドヘルドの取り扱いは、簡便にできたとの回答
⇒水産物とカードの紐付けは着脱が面倒であり、出荷量が多量

 の場合、時間的な問題が生じる可能性がある。

２）各段階別の入力確認の結果（変更後のアンケート）



３）末端販売店・消費者段階の調査結果

知りたい情報
・産地
・漁獲日
・賞味期限
・偽装でないこと



３）末端販売店・消費者段階の調査結果（アンケート）

知りたい情報
・産地
・漁獲日
・賞味期限
・偽装でないこと



▽アクセス解析

ページ名 閲覧数

トレーサビリティ情報検索 67

このサイトについて 54

マルヤス安藤水産 23

トレーサビリティとは？ 18

歯舞漁業協同組合 16

漁師紹介 16

活ダコ「金たこ」 20

販売店紹介 9

リンク 4

プライバシーポリシー 2

• ホームページの閲覧数（2019/1/15～2019/1/25）ページ全般に
渡って閲覧されている。

• 最初に表示される「トレーサビリティ情報検索」のページが最多
• トレーサビリティホームページを説明するページ
• WEB検索で表示されるトップページである「このサイトについて」
の閲覧の順となった。



５．得られる結 論

●複数の2段階のトレーサビリティ

• 生産者のトレーサビリティ情報に複数の加工業者
の追加情報を入力できるシステムを構築し、実施
した。

• 水産物のトレーサビリティとしては、初の実装

●機材による簡便化の確認

• アプリをダウンロードしたスマホ組み込んだハンド
ヘルドにより簡便に入力が可能であることを確認

●トレーサビリティを継続するためには、ブランドイメー
 ジを高めることにより、労力の負担に見合う付加価値
 向上を目指す必要



３．上対馬漁協の紅王（アマダイ）

トレーサビリティ情報がアップされているHPにログインする。



ホームページうみむすび対馬



フェイスブックうみむすび対馬



赤アマダイの資源管理のページ

（トレーサビリティー関連）



トレーサビリティーサイトの内容

魚種詳細



トレーサビリティーサイトの内容

対馬の海洋保護区構想



トレーサビリティーサイトの内容

対馬で穫れる魚 協力店舗 アンケート



紅王トレーサビリティ再会の説明会（230531）
漁協に！

1. 紅王のトレーサビリティシステム説明
1. 「対馬の水産物トレーサビリティ情報発信の試み」
2. 上対馬アカアマダイのトレーサビリティシステム

1. システム概要
2. ホームページの概要：フェイスブック

2. 上対馬漁協トレーサビリティシステム マニュアル
3. 課題と対応

1. 流通経路の把握
1. トレーサビリティ活動の告知・広報
2. 小売業者・消費者の閲覧

4.  海業振興事業への位置づけ



上対馬漁協トレーサビリティ案

小売店
（スーパー・居酒屋・等）

カ
ー
ド
配
布

トレーサビリティ
情報の確認

トレーサビリティ
情報やその他の
情報の拡散

トレーサビリティ

情報の確認

店舗のFacebookページ

でトレーサビリテ情報を
シェアすることにより、店
舗のファンにもトレーサ
ビリティ情報を拡散

消費者

トレサ情報を閲覧し

ページを「シェア」

漁業者のンページ

小売店のンページ

消費者の個人ページ

にトレサ情報が「シェア」される

Facebookユーザー

（漁業者のファン

小売店のファン

消費者の友人 等）

上対馬漁協

データを

サーバに送信

水揚げ

アカ甘鯛のカードを魚箱
に入れる
・カード番号
・魚箱番号
（漁業者が限られていれ
ば漁業者ごとのカードを
準備できる）

サーバ

うみむすび対馬（トレーサビ
リティホームページ）
・トレーサビリティ情報
・漁協の紹介
・真心水産の紹介
・漁獲方法
・各魚種の漁獲方法、詳細
・海洋保護区の取り組み 他
各ページにFacebookの「シェア」
ボタンを配置

出荷後にパソコン（またはスマホ）
で、水揚げ情報をカード番号ごとに
データ入力

（カード番号と魚箱番号照合）

・漁獲日

・漁獲場所

・漁業者

・出荷先

アカ甘鯛のカードを印
刷（固定データは事前
入力）

出荷

封入

印刷

仲
卸
等
通
過
入
力



登録および閲覧

カー

ド番

魚箱

番号
漁獲日付 生産者 魚種名 漁獲場所 出荷先

事前入力 選択入力 選択入力

出荷管理（漁協）

備考

カー

ド番

入荷

日
魚種名 入荷先 加工種類 加工日 出荷日 出荷先

事前入力 事前入力 選択入力 選択入力

仲卸加工管理（流通・加工業者）

備考

カード番

号
漁獲日付 生産者 魚種名 漁獲場所 出荷先 入荷日 加工種類 加工日 出荷日 出荷先

備考 表示方法

仲卸加工管理（流通・加工業者）

消費者閲覧

出荷管理（漁協）

出荷後
入力

閲覧／
入力

閲覧

閲覧

魚箱に封入
漁協

流通・加工業者

小売店
消費者



流通経路の把握
1. 主な仕向地と割合など
① 京都 % (魚の特徴など )
② 東京 % (魚の特徴など )
③ 福岡 % (魚の特徴など )
④ 大坂 % (魚の特徴など )
⑤ その他 % (主な仕向地 )

2. 主な仕向地の業種と割合(お分かりの範囲内でご記載いただければ幸いです)
① 京都 ア 魚市場 約 割

イ 流通業者(仲買など) 約 割
ウ 小売店・料亭などに直接 約 割
エ その他( など) 約 割

３． 京都
ア 魚市場
・会社名  ・担当者名  ・電話番号  
イ 流通業者(仲買など)
・会社名  ・担当者名  ・電話番号  
・会社名  ・担当者名  ・電話番号  
ウ 小売店・料亭などに直接
・会社名  ・担当者名  ・電話番号  
・会社名  ・担当者名  ・電話番号  



流通経路調査の途中経過



海業振興事業への位置づけ

1. 補助事業（定額補助）
2. 消費地等調査

1. 福岡、大阪、京都流通経路把握
2. トレーサビリティのブランド化への効果

1. 付加価値の向上
2. 経済循環分析

3. トレーサビリティ活動の経費のかからない維持運
営方式

3. 補助事業経過後
1. 活動の継続
2. ホームページ、フェイスブックの維持運営

1. ホームページの運営管理
2. フェイスブックへの投稿（スマホで、ホームペー
ジへ自動登録）

3. トレーサビリティ活動（出荷状況）の自動登録



水産物トレーサビリティ事業の再開にむけて

1. アサリ、マグロ等産地偽装事件が話題を集めている。
2. トレーサビリティの要請は高まっているが、トレーサビリ
ティを支援する技術、流通経路の事業者全体を通じた
体制が整っていない。

3. トレーサビリティを支援する技術として、トレーサビリティ
のデータの入力と閲覧の簡便化が必要

4. トレーサビリティ情報の付加価値の向上の手法の開発
5. 以上に取り組んでいきたい。

ご清聴ありがとうございました！
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